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取り組み

• 令和4年度6月に、高等部１年生の一部を対象に、Teamsでのデジタル連絡帳を
試行

• 6名の生徒保護者と夏休みに入るまでの約1か月

• 9月以降も継続希望の保護者と利用

• 生徒の体調に関して迅速な連絡が必要なため、デジタル連絡帳を利用希望

• 他の学部からの利用希望

• R5.⒒月現在で 高２：７名 中１：４名 中２：５名 中３：７名 が利用中
（一時休止状態もあり）





導入の効果

• 保護者とのコミュニケーション

• LINE感覚でやり取りが可能

• 「いいね」など反応も返せて、サイン、はんこ代わりに

• iPad（担任）、手元のスマートフォン（保護者）などで確認でき手軽

• 連絡帳での表現性の向上

• 学校での様子を写真や動画で伝えることができるようになった

• 連絡帳記入の時間

• 保護者は任意のタイミング（朝、夜）で連絡帳の入力が可能

• 担任も勤務時間内なら随時で連絡帳入力

• 児童生徒下校後でも、追加の連絡

• 授業終了後、作品などの写真を撮ってその場で連絡帳を入力



導入の効果

• 情報の共有性

• 担任と副担任複数で参加しているため、だれでもいつでも連絡帳の確認、入
力が可能

• 年度が変わるときでも、先生（のアカウント）を入れ替えることで、これま
でのやり取りを残しておくことができ、話の経緯をたどることも可能

• 情報の蓄積

• 毎日の児童生徒の様子を書き綴っているため、学習や生活の様子に関する情
報が蓄積されている

• 担任が変わっても、蓄積した情報をそのまま引き継げる



デメリット

• 保護者をゲストとして登録するため、Teamsが利用できるまでの初期設定がやや
手間がかかる

• 保護者のメールアドレスで、Teams登録では利用できないものがある（携帯キャ
リアメールなど）

• 写真や動画は使えるが、他の児童生徒の個人情報が入らないよう気を付ける必要
がある



利用中の担任から

• 手軽に使えてよいと感じている。デメリットはほとんどないが、あとで入力しよ
うと思い（いつでも入力できるので）、忘れてしまったことがあったくらい。

• 授業の成果物や様子を写真で送れるので、学校での様子を伝えやすくなった。

• なかなか学校に来ることができない生徒の保護者と、連絡を取り合い様子を確認
することができた。

• （体調を崩しやすい生徒の）体調についての連絡が保護者と迅速にできて支援し
やすくなった。

• iPadからも使えるので便利。

• 最初のうち、やり取りができるようになるまでサポートが必要なことも。
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